
（すぐ） （1年以内）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

H30年度の取り組み

自治安心課

１自治体との協定締結 他自治体へ拡大検討
他候補自治体への拡

大検討
他候補自治体への拡

大検討

0千円 8千円 0千円 0千円

観光等、他の分野で進められている県
外自治体との交流等を参考に、関東圏
域以外で災害時連携に適した自治体に

ついて調査を行った。
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未来の
安心・安
全のまち

づくり
「未来に
向かっ

て」

遠隔自治体と災害時
相互応援協定を進め
ます

防災啓発・研修事業
（防災協定推進）

県外の町を対象に、人口・財政
規模、地形や災害履歴等の調
査を行った結果をもとに、栃木
県上三川町に絞り込んで調
整、幹部職員による現地訪問
等を経て、Ｈ２７年１１月に締結
調印が実現した。
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未来の
安心・安
全のまち

づくり
「未来に
向かっ

て」

藤久保地域拠点ゾー
ンのまちづくり構想を
策定します

地域創生先行事業

藤久保地域の公共施設の（小
学校、公民館、児童館等）の簡
易劣化診断を行い、今後のあり
方について、多様な世代の視
点から検討し、将来に渡り多く
の住民が利用できる施設づくり
を考えるためワークショップを
実施した。

まちづくり懇談会において藤久
保拠点施設の現状等を報告
し、住民から意見を聴取した。
また、複合化やPFI導入につい
て検討を行った。

引き続き、県外の他の自治体
の調査を継続した。

町の厳しい財政状況の中で拠点整備に
向けて民間の提案やＰＦＩ、ＰＰＰなどの
様々な手法を幅広い観点で検討を行っ
た。また、職員向けに公民連携に関す
るセミナーを実施した。

観光等、他の分野で進められている県
外自治体との交流等を参考に、災害時
連携に適した自治体について調査を継
続した。

5

4

政策推進室

藤久保拠点施設の簡易劣化
診断、ワークショップ

藤久保地域拠点施設
の複合化・PFI検討

藤久保地域拠点構想
検討謝礼

藤久保地域拠点施設基
本構想策定

2949千円 0千円 200千円 7560千円

藤久保地域拠点施設の整備に向けて、
基本的な方針や、施設の機能・規模を
示す基本構想の策定をした。

自治安心課

地域連携避難訓練及
び区長会での促進

地域連携避難訓練及
び区長会での促進

地域連携避難訓練及
び区長会での促進

地域連携避難訓練及
び区長会での促進

1413千円 1403千円 1515千円 1434千円

各行政区に自主防災組織育成補助制
度の活用を促すとともに、未結成地区
の実情を把握した。
第5回地域連携避難訓練事業（準備、実
施、反省）により、地域ごとの避難所運
営のあり方や避難経路についても検
証・検討を促し、地区の主体的な防災
の取り組みを支援した。

富士塚土地区画整理事業で鶴
瀬駅西通り線の整備工事を実
施（国道から40ｍ程の区間は、
暫定整備とし、平成29年度に交
差点改良工事に合わせて完成
させる。）ただし、事業支障物の
移設時期などにより、平成２８
年度における完成が見られな
かった。

引き続き、第３回地域連携避難
訓練の準備～実施の中で、地
区の主体的な防災の取組の支
援を行った。また、避難所運営
ガイドライン案を示して、地区ご
とに災害時行動の協議を促進
した。

各行政区に自主防災組織育成補助制
度の活用を促し、１行政区が新規結成
した。
第4回地域連携避難訓練の準備過程を
通して、地区の主体的な防災の取組を
支援した。また、避難所開設後の運営
のあり方についても検討を促し、地域の
状況にあった避難所運営の検討が始
まった。

4

鶴瀬駅西通り線と交差する国道２５４号
の町施工による交差点改良工事、町道
幹線１９号線拡幅工事とともに、三芳町
富士塚土地区画整理事業で主に40ｍ
の歩道整備を行い道路整備が完了し
た。また、平成２８年度工事の未施行箇
所についても引き続き施工を行い完成
している。

建物、電柱、ガス移設、
道路築造工事

道路築造工事

357,730千円 118,224千円 273,108千円

建物、ガス、水道移転、
雨水管布設工事

30年度終
了時点数

5
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未来の
安心・安
全のまち

づくり
「未来に
向かっ

て」

地域防災力の向上を
支援します

防災啓発・研修事業
（地域連携避難訓練、
自主防災組織育成補
助）

第２回地域連携避難訓練で
は、テーマ型訓練として先駆的
モデルとなる地区を選定し、
「救出救護」「要援護者避難」
「福祉避難所開設」を導入し
た。こうした地域の主体的な取
り組みが、自主防災会の防災
担当大臣表彰につながった。
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未来の
安心・安
全のまち

づくり
「未来に
向かっ

て」

鶴瀬駅西通り線を全
面開通させます

富士塚土地区画整理
支援事業

富士塚土地区画整理事業につ
いて、建物移転まで実施。庚申
塚と木が課題。28年度末までに
国道254号まで整備予定。
その先については、地権者等
を確認中。

マニフェスト

H27年度の取り組み 担当部局
NO 挑戦

分野
宣　言 該当事業

（2年以内） （3年以内） （4年以内）

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度H28年度の取り組み

H27年度からH30年度末までの対応状況

都市計画課

H29年度の取り組み



（すぐ） （1年以内）

H30年度の取り組み30年度終
了時点数

マニフェスト

H27年度の取り組み 担当部局
NO 挑戦

分野
宣　言 該当事業

（2年以内） （3年以内） （4年以内）

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度H28年度の取り組み

H27年度からH30年度末までの対応状況

H29年度の取り組み

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円） 1250千円

住宅用太陽光発電システムの
設置者（個人）に対し、５万円の
補助を実施した。
また、屋根貸しにより設置した
太陽光発電設備を活用した環
境教育、ホームページ等にお
ける全町的な再生可能エネル
ギーの普及・啓発を実施した。
太陽光発電以外の再生可能エ
ネルギーの活用について調査
研究した。

21911千円 1500千円 1250千円
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未来の
安心・安
全のまち

づくり
「未来に
向かっ

て」

再生可能エネルギー
を推進します

再生可能エネルギー
等導入事業

三芳町立三芳中学校に太陽光
パネル（10kw）、蓄電池
（15kwh）の太陽光発電設備を
設置し、災害時における必要最
低限の電力供給を確保した。
廃棄物の山を、太陽光の山に
する等（参考／カールスルーエ
市のゴミ埋め立て地）の研究を
行った。

住宅用太陽光発電システムの設置者
（個人）に対し、５万円の補助を実施し、
全町的な再生可能エネルギー導入の推
進を図る。
また、屋根貸しにより設置した太陽光発
電設備等を活用した環境教育、ホーム
ページ等における全町的な再生可能エ
ネルギーの普及・啓発を実施。
また太陽光発電以外の再生可能エネル
ギーの活用について調査研究した。

5
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未来の
安心・安
全のまち

づくり
「未来に
向かっ

て」

安心安全の都市基盤
整備を進めます

・北松原土地区画整
理支援事業
・藤久保第一土地区
画整理支援事業
・富士塚土地区画整
理支援事業

・北松原土地区画整理事業の
調整池が着工済で27年度末に
終了。
・藤久保第一土地区画整理事
業は平成28年度の換地処分、
精算に向けての準備。
・富士塚も順調に進めていっ
た。

道路改良事業

町道幹線６号線においては、ガ
－ドパイプ設置により歩行者通
路を整備した。 (Ｌ=９７．０m)
町道藤久保４８号線において
は、路面排水の改善を目的とし
て、Ｌ形側溝を新設した。
(Ｌ=１３０．０m)

環境課

三芳中学校太陽光設
置

住宅用太陽光発電補
助

住宅用太陽光発電補
助

都市計画課

事業実施 事業実施 事業実施 事業実施

537,730千円 293,224千円 499,108千円

道路交通課

事業実施 事業実施 事業実施 事業実施

1684千円 1300千円

・北松原土地区画整理組合は換地処分
を実施。換地処分後は清算金事務を開
始した。
・藤久保第一土地区画整理組合は、清
算金事務の完了を受け組合解散認可を
受け、決算報告を行い組合事業が完了
した。
・富士塚土地区画整理組合は出来形確
認測量を完了し、事業計画の変更と換
地計画の作成を行った。

2箇所道路改良工事を予定していたも
のの中で、町道みよし台2号線外2路線
改良工事により雨水浸透施設を既設集
水桝内に設け降雨時の道路冠水軽減
につなげた。
また、町道幹線21号線道路改良工事に
ついては、繰越明許により平成31年度
への継続事業として、路盤入れ替え並
びに舗装打換えとU型側溝布設を行うこ
とにより道路の堅牢化と雨水排水処理
対策に向け工事を行っている。

住宅用太陽光発電補
助

265,883千円

72680千円 60000千円

・北松原土地区画整理事業
は、換地処分に向けて換地計
画書の作成を実施。
・藤久保第一土地区画整理事
業は、換地計画の縦覧を行い、
年度内の換地処分を予定。
・富士塚土地区画整理事業
は、都市計画道路鶴瀬駅西通
り線及び竹間沢大井勝瀬通り
線の整備工事を行う。

幹線6号線において、引き続き
ガードパイプ設置により歩行者
通路を整備した。（L＝30ｍ）
藤久保48号線については、平
成27年度完了した。

・北松原土地区画整理組合は換地処分
に向けて、事業計画の変更、換地計画
について埼玉県と協議の実施。
・藤久保第一土地区画整理組合は、平
成２９年４月２８日に換地処分の告示が
なされ、組合の解散に向けて清算事務
を行った。
・富士塚土地区画整理組合は、残りの
鶴瀬駅西通り線の整備工事を行う。ま
た、換地計画に向けて出来形確認測量
等を実施。

国道254号･幹線19号線交差点改良工
事を富士塚土地区画整理組合による都
市計画道整備と併せて行い、交差点の
定周期型信号設置による交通安全対策
と鶴瀬駅西口から国道254号線までの
歩車道整備が完了した。
また、平成30年5月中に竣工予定となっ
ている町道幹線7号線道路改良工事に
ついては歩車道整備を行い、工事が完
了することにより県道三芳富士見線か
ら北側の町道幹線7号線(都市計画道
路)の歩車道整備が完了する。
その他、雨水処理対策に向けての排水
管布設工事や住宅開発による町側に採
納された道路後退用地の改良工事を
行った。

4
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住宅用太陽光発電システムの設置者
（個人）に対し、５万円の補助を実施し、
全町的な再生可能エネルギー導入の推
進を図った。
また、屋根貸しにより設置した太陽光発
電設備等を活用した環境教育、ホーム
ページ等における全町的な再生可能エ
ネルギーの普及・啓発を実施した。
今後は、太陽光発電以外の再生可能エ
ネルギーの活用についても調査・研究
する。


